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動脈スティフネスの変動は
最大有酸素性パフォーマンスの変動に関連するか？
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論文概要
目的：本研究は最大有酸素性運動パフォーマンスの変動と動脈スティフネス（硬化度）の変動の関連についてを
検討した。
方法：対象は健康な成人男性および女性 24人（平均年齢 19.8±0.2歳）とした。最大有酸素性運動パフォーマンス
は，自転車エルゴメーターを用いた漸増負荷試験において最大酸素摂取量（V

4

O2max）を測定した。また，運動前
に動脈スティフネスの指標として上腕 -足首脈波伝播速度（baPWV）を測定した。これらの測定は最初の測定か
ら 1か月の間隔を空けて 2回実施した。
結果：baPWVは V

4

O2maxが低値を示した日と比較して，V
4

O2maxが高値を示した日において有意に低値を示した
（図 1A，P=0.001）。さらに，1回目から 2回目の測定の間の V

4

O2maxの変化量と baPWVの変化量の間に有意な相
関関係が認められた（図 1B，P=0.0001）。
結論：最大有酸素性運動パフォーマンスの変動が動脈スティフネスの変動と関連していることが示唆された。
現場への応用：本研究は 1500メートルタイムトライアルにおいても同様の結果が得られており，最大有酸素性パ
フォーマンスが高い時は動脈スティフネスが低い（動脈伸展性が高い）ことが明らかにされた。したがって，動
脈スティフネスはコンディション（調子）の有用な指標として活用できる可能性を有するものと考えられる。
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図 1　実験参加者それぞれの 1回目から 2回目の測定における V
4

O2maxと baPWVの変化量（A）と 1回目から 2回目の測定の
V
4

O2max変化量と baPWV変化量の関係（B）
ΔV
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O2max：最大酸素摂取量の変化量，ΔbaPWV：上腕 -足首脈波伝播速度の変化量
V
4

O2maxの増減の程度と baPWVの増減の程度は相応に一致しており（A），1回目から 2回目の測定で V
4

O2maxが増加すると
baPWVが減少するという関係が認められている。


